
第

1 9
話

 

平

成

1 8
年

1 0
月

号

 

「

上

川

道

路

（

そ

の

１

）
」

 

  

開

拓

期

の

道

内

各

地

に

は

囚

人

道

路

が

造

ら

れ

、

そ

の

道

路

に

ま

つ

わ

る

言

い

伝

え

や

、

ま

た

悲

し

い

物

語

な

ど

も

た

く

さ

ん

残

さ

れ

て

い

る

。 
 

お

そ

ら

く

本

格

的

な

囚

人

道

路

の

開

削

は

、

明

治

1 9
年

に

三

笠

は

達

布

山

に

、

月

形

は

円

山

の

頂

上

に

の

ろ

し

を

上

げ

、

空

知

、

樺

戸

両

集

治

監

を

一

直

線

に

結

ん

だ

、

約

2 0
㎞

の

樺

戸

道

路

（

街

道

）

が

最

初

で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

。 
 

こ

れ

と

ほ

と

ん

ど

同

時

期

に

、
上

川
（

旭

川

方

面

）

に

向

け

て

「

上

川

仮

道

」

の

工

事

が

、

こ

の

達

布

山

の

北

の

ふ

も

と

か

ら

着

手

さ

れ

て

い

る

。 
 

す

で

に

空

知

集

治

監

か

ら

は

、
河

内

沢
（

現

川

内

）

の

下

流

の

３

号

の

た

め

池

の

上

の

辺

り

に

、

炭

焼

き

窯

が

1 0
ほ

ど

あ

っ

て

、

炭

焼

き

で

伐

採

し

た

小

枝

が

山

積

み

に

な

っ

て

、

こ

の

辺

り

を

枯

木

台

（

山

）

と

呼

ん

で

、

小

道

が

通

じ

て

い

た

。 
 

こ

の

仮

道

は

、

人

跡

未

踏

の

密

林

を

切

り

開

き

、

川

や

沢

に

は

土

橋

を

架

け

、

人

や

馬

が

通

れ

る

道

を

約

9 0
㎞

、

明

治

1 9
年

５

月

か

ら

８

月

ま

で

、

わ

ず

か

３

カ

月

余

り

の

超

突

貫

工

事

で

開

削

さ

れ

た

。

さ

ら

に

、

こ

の

仮

道

の

改

修

工

事

が

明

治

2 1
年

1 1
月

か

ら

行

わ

れ

、

翌

2 2
年

９

月

に

、

一

年

足

ら

ず

の

期

間

で

完

成

し

た

。 
 

新

し

い

「

上

川

道

路

（

街

道

）
」

は

、

今

の

国

道

1 2

号

上

に

改

修

さ

れ

た

が

、

最

初

に

開

削

さ

れ

た

仮

道

は

、

達

布

山

か

ら

美

唄

の

光

珠

内

の

墓

地

の

南

側

の

山

沿

い

に

縫

っ

て

、

専

修

大

学

の

あ

る

辺

り

の

国

道

に

直

線

で

つ

な

が

っ

て

い

た

。 
 

現

在

、
こ

の

地

点

に
「

日

本

一

長

い

直

線

の

国

道

2 9
．

２

㎞

の

標

識

が

立

っ

て

い

る

。 
 

道

路

地

図

上

に

定

規

を

当

て

れ

ば

、

達

布

山

か

ら

砂

川

市

の

空

知

太

ま

で

一

直

線

に

道

路

が

延

び

て

、

国

道

1 2
号

は

上

川

道

路

が

原

形

で

あ

り

、

達

布

山

が

基

点

で

あ

っ

た

こ

と

が

分

か

る

。 
 

工

事

を

担

当

し

た

道

庁

属

の

高

畑

利

宜

の

報

告

書

に

は

「

将

来

根

室

県

（

当

時

北

海

道

は

札

幌

、

函

館

と

三

県

時

代

で

あ

っ

た

）
に

通

じ

る

重

要

な

路

線

で

、

本

道

を

築

く

の

に

後

で

不

十

分

の

な

い

よ

う

、

直

線

道

路

を

主

に

実

測

に

尽

く

し

た

」

と

あ

る

。 
 

後

に

こ

の

国

道

沿

い

に

鉄

道

が

敷

か

れ

た

の

は

、

美

唄

へ

は

明

治

2 4
年

、

滝

川

、

旭

川

へ

は

同

3 1
年

こ

ろ

で

あ

る

。 
 

そ

れ

ま

で

は

汽

車

で

札

幌

か

ら

幌

内

太

駅

（

三

笠

駅

）

を

経

て

、

上

川

道

路

を

歩

ん

で

、

屯

田

兵

や

移

民

が

奥

地

に

入

り

、

し

だ

い

に

道

央

の

開

拓

が

進

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。 

 

日本一長い直線の国道  


